
 

 

令和７年度 事業計画  

 

 

令和６年 11 月に施行された「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律」、いわゆる

「フリーランス法」は、シルバー人材センターの在り方に多大な影響を与えることとなりました。

フリーランスとして位置づけられるセンターの会員が法による保護を受け、安心・安全に就業で

きる環境を整備するため、厚生労働省からも法の趣旨に合致する契約形態である包括的契約への

移行に向けて契約方法を見直すよう方針が示されたところです。全国のセンターが対応に苦慮す

る中、令和７年度中には約 40％余りのセンターが契約方法の見直しを検討しているとの調査結果

もあり、当センターとしても令和７年４月から個人との契約については包括的契約への移行を計

画しているところです。 

定年年齢の延長をはじめ、令和５年 10 月から実施されたインボイス制度の実施、フリーランス

法の施行など、この間シルバー人材センターを取り巻く環境は厳しさを増していると言わざるを

得ず、センターには環境の変化に耐えうるだけの体力や柔軟性を求められているといっても過言

ではない状況となっています。 

一方、センターの長年の課題となっている会員の拡大に向けて、全国的な取り組みとして「10

万人拡大運動」が実施されることから、当センターとしても大阪府連合と連携を図りつつ、近隣

センターの取り組み事例を参考にするなど、あらゆる機会を利用して引き続き会員の拡大に努め

ます。 

令和７年度においては、契約方法の見直しについて令和８年度からの全面実施に向けた取り組

みを加速させる他、多様化する就業ニーズに応えられるセンター作りを目指し、次の基本方針に

基づき事業を実施します。 

 

 基本方針 

１．就業開拓提供事業 

２．普及啓発事業 

３．独自事業 

４．研修・講習会事業 

５．調査研究事業 

６．相談事業 

７．安全・適正就業推進事業 

８．職業紹介事業 

９．労働者派遣事業 

 

 

１．就業開拓提供事業の実施 

  高齢化が進展し、企業の定年が延長されるなど、新規加入会員の平均年齢が 70 歳を超える時

代を迎えた中で、センターとして会員を確保し、会員の多様な就業ニーズに応えるためにもあ

らゆる機会を通じて就業機会の確保に努めるとともに、就業機会の拡大に向け以下の事業に取



 

 

り組みます。 

①就業機会開拓推進員を活用し、80 歳からでも働ける職域等、新規事業所の開拓を進めます。 

②毎月「就業情報」を発行し、未就業会員に対して就業機会の提供を行います。 

③ワークシェアリング、ローテーション就業を推進します。 

④発注者のニーズにより請負・委任事業、包括的契約に係る事業、職業紹介事業、労働者派遣

事業など多様な就業形態を提案し、就業機会の拡大に努めます。 

⑤介護予防・日常生活支援事業に取り組むなど、介護部門への取り組みを強化します。 

⑥入会案内を回覧板や広報版に掲示、チラシ配布、ポスターを掲示し会員拡大に努めます。 

⑦新たな職域を開拓し、多彩な就業先を提示することでミスマッチの減少に努めます。 

 

２．普及啓発事業の実施 

  センターの活動内容・事業趣旨等を幅広く理解していただき、会員の拡大に繋げるため、以

下の事業を実施します。 

①リーフレット、パンフレット、会報「シルバー羽曳野」、ホームページ、市広報紙等あらゆる

媒体を活用し、啓発活動に努めます。 

②10 月の普及啓発促進月間中に「シルバーの日」を設け、市主催のボランティア活動やイベン

トに参加・協賛し、PR を実施します。 

③友人や近所の方に入会を呼びかける「１会員１紹介運動」に取り組みます。 

④会報「シルバー羽曳野」を市内公共施設１６か所に配架し、PR に努めます。 

⑤市内の高齢者を対象に無料の講習、講座、公演等イベントを企画し PR に努めます。 

⑥ホームページや SNS で入会案内、イベント等、情報を発信し PR に努めます。 

 

３．独自事業の実施 

  多様な就業機会提供の取り組みの一環として、以下のセンター独自事業を実施します。 

①自転車リサイクル事業 

②腐葉土製造・販売事業 

③シルバー農園事業 

④貸農園事業 

 

４．研修・講習会事業の実施 

  センターの利用を促進し事業拡大に繋げるためには、会員の技能や知識の向上を図り発注者

の満足度を高める必要があるため、研修や講習会を実施します。 

 

５．調査研究事業について 

事業の拡充や円滑な運営を図るため、必要に応じ調査研究を行います。 

 

６．相談事業について 

  未就業を理由とした退会を抑制するため、以下の取り組みを進めます。 

①毎月２回未就業者相談を実施し、就業機会の提供に努めます。 



 

 

②女性会員の職域拡大のため、女性就業拡大推進員による女性のつどいの開催や就業相談等を

実施します。 

 

７．安全・適正就業推進事業について 

  就業中や就業途上の事故予防及び安全就業に対する意識の向上を推進するため、以下の取り

組みを実施します。 

①会員自ら自身の健康管理に積極的に取り組んでいただくよう、健康に関する啓発を行います。 

②就業途上の事故防止に対する取り組みを進めます。 

③就業中の事故防止に対する取り組みとして、就業器具の自主点検や安全保護具の着用促進な

ど、安全就業に対する自覚を促します。 

④安全標語を募り、「事務局だより」に掲載し安全就業を呼びかけます。 

⑤安全委員会を定期的に開催し、安全対策について検討します。 

⑥就業会員に対して、「安全就業ハンドブック」の携帯を呼びかけます。 

⑦安全パトロールを実施し、安全就業を呼びかけます。 

⑧安全就業に対する自覚を促すため安全講習を実施します。 

 

８．職業紹介事業について 

法に基づく有料職業紹介事業を行い、臨時的・短期的な就職を斡旋します。 

 

９．労働者派遣事業について 

①適正就業の推進等必要に応じ、臨時的・短期的な労働者派遣事業を実施します。 

②就業機会の拡大を図るため、労働者派遣事業に取り組みます。 

 

１０．自主運営体制の充実及び就業体制の強化について 

①担当部会を開催し各部門の事業について検討します。 

②全部会会議を開催し、部会間の連携を密にし、効率的な活動を行います。 

③近隣センターとの連携や調整を図り、広域的な就業機会の開拓・情報収集に努めます。 

④会員の自主・自立的な就業・【接遇・マナー・人権・ハラスメント研修】を実施し、質の向上

を目指します。 

⑤全シ協・近シ協・大シ協・中部シ協の各協議会と連絡調整を行い、各研修会等に参加し相互

研鑽に努めます。 

⑥他のシルバー人材センターにおける先進的な取り組みの情報を得る等して事業の拡充に努

めます。 


